
平常時において、適切な水
量が維持されること。土壌の
保水・浸透機能が保たれ、適
切な地下水位、豊かな湧水が
維持されること。

人と豊かで多様な水生生物
等との共生がなされること。

人と水とのふれあいの場と
なり、水質浄化の機能が発揮
され、豊かで多様な水生生物
等の生育・生息環境として保
全されること。

【水生生物等】

【水辺地】

人の健康の保護、生活環境
の保全、さらには、水生生物
等の保全の上で望ましい質
が維持されること。

【水質】

【水量】

環境基準
- 健康項目（公共用水域・地下水）
- 生活環境項目
- 水生生物保全

汚水処理施設整備状況（下水道・浄
化槽等）

河川の平常時流出量、河川維持流量
保水・浸透機能、地下水涵養量
湧水量、森林・緑地面積
治水安全度、水供給量 等

水生生物の生息状況

親水空間面積（延長）
自然河岸延長
水環境健全性指標（みずしるべ）

今後の河川水質管理の指標につい
て（案）

これまでの目標、指標
目標、指標の検討の

方向性（案）

常時監視する必要のある項目につい
て環境基準の設定
底層ＤＯ、透明度等の指標の検討
水生生物保全環境基準の項目追加
衛生指標（大腸菌、病原性微生物）

等

水生生物の生息種類数

象徴的な生物（ホタル、メダカ、サケ
等）の生息状況 等

水環境保全の目標の方向性（案）

水生生物の多様性

利用しやすさ

美しさ・清らかさ

生物にとってのすみやすさ

美しさ・清らかさ

水生生物の多様性

達成手段についての検討、
目標達成状況のフォローアップ、

ＰＤＣＡサイクルの確立

資料５－２

ウォーターフットプリント
水辺保全活動団体数
“川ガキ”の数 等

人と水とのふれあい



（参考）健全な水循環系構築のための計画づくりにおける数値目標の設定例

出典：「健全な水循環系構築のための計画づくりに向けて」（健全な水循環系構築に関する
関係省庁連絡会議、平成１５年１０月）


